
第　3　学　年　　国　語　科　学　習　指　導　案

1組　　児　童　　男子15名　女子20名　計35名

指導者　　高野橋　千晶

2組　　児　童　　男子14名.女子20名　計34名

指導者　　田口　和穂

1　単元名　　せつめいのしかたを工夫して,友達にったえよう(光村3年　下)

2　教材名　　すがたをかえる大豆

食べ物のひみつを教えます

3　単元について

(1)児童について

第3, 4学年の｢読むこと｣の目標は, ｢目的に応じ,内容の中山を捉えたり段落相互の関係を

考えたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに,幅広く読書しようとする態度を育てる｣こ

とである｡ ｢書くこと｣の目標は, ｢相手や目的に応じ,調べたことが伝わるように,段落相互の関

係などに注意して文章を書く能力を身に付けさせるとともに,工夫をしながら書こうとする態度を

育てる｣ことである｡

児童は, 1学期の説明文単元｢読んでかんそうをもとう｣において｢ありの行列｣を用いて,文

章の内容について,自分の考えをまとめる学習を行ってきた｡この学習を通して,順序立てたり根

拠を挙げたりして, ｢はじめ｣, ｢中｣, ｢おわり｣など,ある程度段落ごとに内容のまとまりをもた

せ自分の考えをまとめる力がついてきている｡しかし,自分の考えを書いていても,相手に分かり

やすく伝えるための工夫が足りない児童も見られる｡

そこで,本単元は,筆者の説明の工夫をいかして, ｢-んしん,食べ物ブック｣にまとめていく

ことを単元を通した言語活動とする｡そして,読むことで捉えた文章構成の｢中｣の複数の事例説

明の仕方をポイントとしながら,自分の考えの分かりやすい伝え方を考えさせたい｡

(2)指導にあたって

｢っかむ･見通す｣段階では,教材文を読み,そこから学んだ説明の工夫をいかして自分が興味･

関心のある身近な食べ物を調べ,説明文の形にまとめていくことを投げかけ,意欲を高めていく｡

まとめた後は,発表会でみんなに伝えることを知らせ,相手意識をしっかりもたせたい｡

｢深める｣段階では,教材文において要点や段落相互の関係を確かめながら内容を捉えるととも

に,事例の示し方や接続語の使い方など,表現の工夫を視点とした読み取りを行っていく｡さらに,

読み取った筆者の表現の工夫について自分の考えを書く活動を重ねていき,表現の工夫の効果を意

識付けさせ,単元を通した言語活動につなげていきたい｡

｢いかす｣段階では,教材文において自分の調べたい食材を選び,それが工夫によってどんな食

品に姿を変えているのか,例をあげて説明する文章を書いていく｡その際,担任が準備した図書資

料を調べたり家の人にインタビューしたりしたことをもとにする｡また, ｢深める｣段階で読み取

った文章構成や事例の示し方,接続語の使い方などをいかして,読み手に伝わるように書かせる｡

書いた後は,児童同士で互いに観点に沿って表現されているかを交流しながら確かめる活動を取り

入れ,推蔽-とつなげていきたい｡

(3)教材について

｢すがたをかえる大豆｣は,身の回りにあふれている大豆やその加工食品について書かれたもの
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で,内容的には児童にとって身近なものである｡さらに,大豆の加工食品は,見ただけでは大豆か

らできているとは思われないものも多く,その意味では児童に意外性をもって知ることの喜びを与

える内容である｡また,教材文は事例の挙げ方において筆者の表現の工夫を見つけやすい｡それに,

学んだ表現の工夫をいかす際, ｢食べ物のひみつを教えます｣は書く材料選びや文章構成, ｢中｣の

部分の書き方について参考となる｡

以上のことから考え,これらの教材は本単元のねらいに迫るために適した教材と考える｡

4　単元の目標

【関心･意欲･態度】

○文章の内容に興味をもち,文章構成や表現の工夫を理解しながら読もうとすることができる｡

○教材文の表現に学んだ工夫を取り入れようとすることができる｡

【書くこと】

○書く必要のある事柄を選択したり調べたりすることができる｡

◎ ｢はじめ･中･おわり｣の構成を意識し,内容のまとまりごとに段落を分け,事例を挙げながら

書くことができる｡

○書いたものを読み合い意見を伝え合うことができる｡

【読むこと】

◎中心となる語や文を捉え,段落相互の関係を考えながら,文章の内容と事例の取り上げ方を理

解することができる｡

◎内容を大きくまとめたり,必要なところは細かい点に注意したりしながら読むことができる｡

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

○接続語を適切に使って文を書くことができる｡

5　単元の評価規準

国語-の 関心.意欲.態度 傚�*ﾙEﾉ|ﾒ�読む能力 侏靜ｨ,�,(*(,H,ﾂ�&ﾘ�騫ﾘ��襍ｩEﾂ�

･文章の内容に興味をも 唸��*ﾙTｹwh,ﾈ*�.倬i[�/��･中心となる語や文を捉 唳�ｩ��ﾎｨ/�4ｹ��,俶x,�,B�

ち,文章構成や表現の �����+X+ﾘ.�+(-x+ﾘ.�+R�え,段落相互の関係を 兌h/���*(,H*(.薬�

工夫を理解しながら読 �,H*(.薬�考えながら,文章の内 ���42�4笘�｢�

もうとしている〇 ･教材文の表現に学んだ 工夫を取り入れようと しているo ���4��｢�Z(,ﾘ+h-�(b�*�.ﾘ.�2�,ﾈﾕﾉ�ﾈ/��8�+Rﾉ>�vR�,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�+(,h,�&��x�/�Zｨ*�駟~�/�ｹ8+��,�*ｨ.x��*(,H*(.��ｲ���4"�4X�｢�X��*(+ﾘ.�,ﾈ/�<x-ﾘﾘx*"��8ﾊ�/�6�*hﾘx,�,H*"�.薬���4ｨ�｢�容と事例の取り上げ方 を理解しているo 【イ】 ･内容を大きくまとめた り,必要なところは細 かい点に注意したりし ながら読んでいる○ 【エ】 
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6　単元を通した言語活動

言語活動 �"ﾘ/�+X/�ﾉ��-yZ�7X6(4�8/���*ﾘ�ｲ�

目的 冲i$(,鎚ﾝ驅�*ｨ,x/�,慰姥h,X,x/�,��鰻�,倡�/�¥�*h,H*(.�*�6�*h.薬�

相手 �9D��h,ﾉti$"�

様式 丶y?ﾈ.�,ﾉ��k饉b磯i~�8,(決�2褸-ﾈ,h-�C��鬚�

7　単元指導計画(14時間扱い)

過 程 倬��主な学習活動 ★単元を通した諸物につなげる書く ☆ペア学習.グループ学習 乂x�>�vR�評価規準 

つ か ��� ��【読カ】調べてみた い食べ物の材料に 

【目標】読んで学んだことをいかして｢-んしん,食べ物ブツ 

む 見 刄N｣を作るということを確認することができるo 凾ﾂいてまとめてい くことを理解して いるo 

(D教材文を読むo ②単元のめあてを確認す ����Y:H*ｨ,x/�,育�,兔�.ﾘ,�+ﾘ*�,�,x/��

過 す 劍,(*�-ﾈ+�.飛�J(+x*ｨ+ﾘ/�*�*h.��Y:J8,ﾈ��*ｹ_ｸ,ﾈﾔ��(ノート) 

るo ③学習計画を立てるo 儻h/�.�,h,�+X,J"ﾘ/�+X/�ﾉ��-yZ�7R�6(4�8/���*(,Iti$(,價ﾙUﾈ+x.�,h*"�*Bﾉ%�ﾋ8,ﾈ-�*�,H/�,(*�-粐���ｧx�,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�,&��

④語句について辞書で調 �8ﾙ[h�(h,ﾈﾋ駢H,�(ﾙmｨ+Rﾈﾙ�ﾎｨ�5H,R�

べるo �+(-rﾈ�9j�/���*h.�2�

漢 �"� ��【読イ】｢はじめ｣, ｢中｣,｢終わり｣ 

【目標】文章全体の構成と,それぞれの部分のおおまかな内容. 

役割を捉えることができるo 凾ﾌ構成や段落の役 割を捉え,まとめ 

(彰文車全体の構成を考え 佰ｺ(488ｸ4ｨ,ﾈ,ｸ-�.雲ｺ2ﾊ(*�.�,ﾈﾗ9��2�

るo ②｢はじめ｣,｢中｣,｢おわ �/��ｨｴ�+8+痛��k饉h,ﾈ*�*�-ﾈ*�,易ﾂ�ているo 

成について振り返るo ロ｢はじめ｣は｢問い｣がないこと, 宙6ﾘ�ｸ6r��

め 凾陬の部分に書かれてい �)(j8,ﾙ&凅�+(,h,��Y:H/�*�*(+X*ﾙ���

る 凾驍ｱとを読み取る○ ★③文章構成や,段落の役割 �-x.儘姥h*ｨ��*(,H*�.�+�,bﾊ(�.ﾘ.�2�,ﾙyﾙu(,iTﾘ�(,ﾈｫI�ｨ*ｨ��*(,H*�.�+��,h/�,(*�-踉���[h�ﾕﾉ�ﾈ.)&凅�,ﾉo�ｨH,�,(*(,J(42�

についてまとめるo ☆④まとめたことを発表し �8ｸ4ｨ,ﾈ,ｸ-�.�*�+ﾚ2ﾊ(*�.�,ﾈﾗ9��2�,iNHｧ(+RﾈｺI,ｩ5�.)�ｨ��5�/���*ﾘ�ｲ�ﾏｸ晳�ﾉ�H,YJﾙUﾈ+Xﾘx,�,Bﾉ�ﾈ,ﾈﾖﾈ*h/�&ﾒ�

合うo �.薬�
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深 �2�I 劍��<x48�ｩ&凅�(h,ﾉ(b��9[h/���*h,H*"�.�2��6ﾘ�ｸ6r��

l【目標】｢中｣の書かれ方を読み取ることができるo 剋O叉 ､■.`. 

(丑｢中｣の部分は段落ごと �8ﾚ)(j8/�<x-ﾒﾉ(i�9[h/�ﾊ�,(*�&池�

に何が書かれているか �+(,h,�ｨ,(+�,(ﾔ姥h*ｨ��*(,H*�.�+�����<x4x�ｩ(i�8,h,�.��

読み取るo �,h,亢9WH*ﾖ��兌b�*�*(+X*ﾙ��-r�

②おいしく食べる工夫(中 ���(i�9[h*ｩ&凅�,ﾈﾜX�,�*�.�+�,h,���.儘姥b�.)�X馼,��

心文)と大豆からできる 儻H*ﾖ����,x,ﾉ&凅�.�(i�9[h*�.x��*(,H*�.つ�侏駢B��鰻著/��2�

食品を読み取るo 劍�+X,H+ｸ,ﾉYIZｨ/��

★③｢中｣の段落の中心文を 劍ｺﾘ-�,I<x/�,X*"�

まとめるo 凅�+(,h,�ｨ,(,ﾈ駟~�*ｨ��*(,H*�.���.薬�

との良さに気付くo �(音読) 

4 本 �� 凵y読イ】｢中｣の説日 の仕方の工夫に気 

【目標】｢中｣の段落の説明の仕方の工夫を見つけることが 凵R 

できるo 劔WH*(,Bﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾂ�*h/�-ﾈ,h-�,H*"�

(∋例を挙げる順番につい ����洩ﾈ,ﾊ(+x*ｨ+ﾘ/�*�*h.�8,i�ｩ��ﾎ｢�
め 倬���r�て考えるo ★②説明の仕方について自 �,ﾈ諄*)_ｸ/�.�,h,�+X,Bﾈ*�*(+X*ﾙ����.薬�

る 劍-x.�+ﾘ-�,ﾈｬ�%�,慰姥h*�.y>�+X*(ﾔ��Wbﾒﾈ,h*(*H�MH,Y~�/�ｹ8+�,H*(.��+�,h,亢9WH*ﾖ����<x-ﾘ竧,�+ﾙ~�,ﾈｹ8+�_ｲ��ｩ��ﾎｨ,ﾈ誡�宙6ﾘ�ｸ6r��

分の考えを書くo 兩ｸ,�,rﾉ��k�,ﾈ覈_ｸ,ﾈﾔ姥h,�,(*(,B�Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/���*ﾖ��

5 �� 凵y読イ】文章構成. 接続語の使い方. 事例の挙げ方につ 

【目標】説明文の分かりやすい書き方を知ることができる○ 剏ﾜ lコ ヽ 

①分かりやすい文章にす ���[h�ﾕﾉ�ﾂ韜i~�/�ｹ8+�.傀yMB��ｩ��ﾋ��

るための工夫をまとめ �,�,(*(,Bﾈ,x*Hﾔ姥h+x.�,ﾈ*ｩZｨ*�.���*(,Hﾖﾈ*h+ﾘ+�,h/��

るo �+x*(*��騫ﾘ+x.薬��-ﾈ,h-�.��ｲ�

★②学習した感想を書くo ☆③感想を発表し合う○ ���(+x*ｨ+ﾘ/�¥�*h.��Y:J8,ﾈｧx�/��R�]H.な,x*H*(*IUﾈﾋｸ,�.h.な,x/�,��,h*ｩZｨ*�.�.(+x*�,(+ﾘ*�/�ｫI�ｨ,b�,H��*ﾖ��8ﾘ4�8ｸ�ｸ7i>�,XｫI�ｨ/�JﾙUﾈ+Xﾘx*"ﾈﾍﾘ+R�,ﾈﾖﾈ*h,ﾈ��*(,亢9WH*ﾖ��宙6ﾘ�ｸ6r��

6 �� 凵y読カ】調べたいこ とや興味あること に関係ある図書資 

い目標】興味のある本を選んで読むことができるo � 
①食べ物についての本を ����胃�*ｨﾔ姥h,�.h,�,H*(.ｸ/�,��鰻�,��

読むo 兔�.ﾘ.�+�,h,亢9WH*ﾘ�ｲ�几�/���-�ﾉ��/�,R�

★②本を読んだ感想をまと ����胃�*ｨﾔ姥h,�.h,�,H*(.ｸ/�,��鰻�,���<x/�,X*(.薬握��

めるo 兔�.ﾘ.�+�,h,�,(*(,HｫI�ｨ/���*ﾖ�������
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い か す 途�I 劔【関】食べ物につい て関心をもち,進 んで調べようとし ているo 

【目標】｢-んしん,食べ物ブック｣を作るために調べたい食 � 

材を選ぶことができるo 

①｢食べ物のひみつを教え 佰ｹ�ﾘ����{�*�.y+(-x+ﾘ*)�胃�/�ﾈ�-��

ます｣をヒントに調べた い食材を決めて書くo �8��ｸ4�5h�ｸ6x,傚�*ﾖ��宙8��ｸ4�5h�ｸ6r��

8 ������傚�4��ｩTｹwh,磯i[��/�ｬ�5�,��,�,H8��8(+X,H*(.薬��4ｨ�ｸ6ｒ�

【目標】選んだ食材について,調べることができるo 

①選んだ食材について調 �8ﾙ��/�+��胃�*ｨ,x,ﾈ.h*H,�+X,I�鰻�,��

べたことを書くo 兔�ｸ+x.�*鎚ｬ�5�,��,�,H4ｨ�ｸ6�,��8�8(+x.��ｲ�

9 ������傚�48�ｨｧx/�+���k��,ﾈ覈_ｸ,ﾈﾔ姥h/�*"�*�+X,Bﾈ8�8(/�.��,h,�(,ﾘ+h-�8,b�
【目標】全体の構成を考え,｢はじめ｣,｢終わり｣の文章を書 �() 

くことができる○ 

①学んだ説明の仕方の工夫 ���(,ﾘ+h-�2ﾊ)(j2ﾊ(�.ﾘ.�8,ﾈﾕﾉ�ﾂ�

を振り返り,｢食べ物のひ �)(j8,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�,仞��ﾉ~�,h*(*H+���(�.ﾘ.�8,ﾉ[h��

みつを教えます｣の教材 文を参考に,説明する文 章を書くために大切なこ とを確認するo ②｢はじめ｣,｢おわり｣の �/��X.云H.なｦﾙDh+x.薬�ﾏｺ(,ﾘ+h-�8,ﾉYIZ｢���k�+x.��胃竰��/���*ﾖ���8��ｸ4�5h�ｸ6r��

文章を書くo �(�.ﾘ.�8,ﾉYIZ｢��9�ﾈ,ﾈ-ﾈ,h-��

③書いた文をペアで読み 傚�*ﾖ��

合うo ���ｬ�5�,��,�,H��*(,H*�.�*丿ﾘ*�-�.��

10 ������傚�48�ｨｧx/�+���k��,ﾈ覈_ｸ,ﾈﾔ姥h/�*"�

【目標】文章例を参考にしながら,説明する文章を書くことが �) 

できるo 劍*�+X,Bﾈ8�8(/�.��,h,�(,ﾘ+h-�8,b�(�.ﾘ.�8,ﾉ[h��

(D8次で書いたカードを �8ﾘ4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.rﾈ齷Zｨ*ｩ6�*h+ﾘ*(,b�

見て,｢中｣に書き表わ す食品を選ぶo (卦｢中｣の文章を,文例に �*h.�>�vX/�����+x.薬���)(j8,ﾉYIZ｢��鰻冖ﾈ,i+)yﾘ,ﾈ+X*�+ﾒ��/���*ﾘ�ｲ��%ｨﾟｲ��

ならつて短冊に書くo �/�ｬ以�,傚�*ﾖ��

③自分の書いた文章を,確 ���自&凅闔ｨ馼ﾘ�*鎚�,�+ﾘｫ�ｨ/�諄,"�

認事項をもとに読み返し �*(.�*痛[iiiUﾈﾋｸ,ﾙ4ｹ��*鎚ﾊ�+ﾈ+R�

推献する○ �+x.薬�
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ll 本 時 白�劍�傚�48�ｩ��k�+X+ﾘ*"��/�ﾖﾈ*h,Bﾈ8�8"�

【目標】内容ごとの段落のまとまりに分け,順序を考え｢中｣ � 

の文案を作ることができるo 劍/�.�,h,�)(j8,ﾂ�[h粂/�ﾞﾈ,�,H*"�.薬�

学んだ説明の仕方の工 ���駟~�,ﾈｹ8+�_ｲ��ｩ��ﾎｨ,ﾈ諄*)_ｸ,�,x/��

夫を振り返り,｢中｣の �,(*(,Bﾈｧx/�+���k�,ﾈﾔ姥h/��X.云H.��宙8��ｸ4�5h�ｸ6r��

組 剳ｶ章を書くために大切 なことを確認するo ②｢中｣の文案を作るo ③書いた文をペアで読み 丿ﾙDh+x.薬���)(j8,ﾈ駟~�,ﾈ4ｨ�ｸ6�/��9�ﾘ,��,"���k�+X+ﾘ*(�MH,兔�-rﾉ�ｩ��ﾎｨ/��*ﾖ��ﾏｸ齷Zｨ,ﾉ[h�/�<x-ﾙ+ﾈ+X+ﾘﾎ2ﾈ7�4��

合うo �<x-ﾘﾘx*"ﾉ>�vX+(,h,ﾉ&凅�,ﾈ-ﾈ,h-ﾂ�.に�ｩ��ﾎｨ,亊H��*(,�*(*丿ﾙDh+x.薬�

12 ������傚�4X�ｩ[h�,ﾈｭH���*(/��8+X+ﾘ.に|r�*)Uﾈﾋｸ,傚�*ｹ+ﾈ+R�+ﾘ.�+X,H*(.薬�

【目標】見直しながら間違いを正したり,良い表現に書き直し � 

たりすることができるo 

(》下書きした文章を読み返 佰ｹ���-ﾈ,X,�7�4�,X轌4X+8.ｨ+ﾙYIZｨ/��

し,推敵するo 丿ﾙDh+Rﾉ[h�/��I¥�+x.薬���傚�4X�ｩmｩ4�,��+b�

②書いた文を少グループで ���轌4X+8.ｨ+ﾙ[h/�+ﾈ+X+ﾘ*通)(j8,ﾈ饕��,H駟~�/�ｹ8+�,H���

見直すo 凭�*ｪ(,ﾘ+h-�2ﾊ(*�.ﾘ.�8,h,(,�*ｨ,"��*(,H*(.薬�

ているか,接続語の使い方が適切か, 凵y言ク】接続語の役 

視点ごとに確かめ合うo 刳р�揄�ｵ,使う ことができる○ (ワークシート) 

13 ������傚�4��ｩ�H�+X+ﾘ,b�+�.ｸ/�ｦﾘ*�-�,�*｢�

【目標】絵と照応させながら下書きした文章を清書することが � 

できるo 劍.rﾉ)ｩDｨ,��H��+R�,H*(.薬�

①下書きをもとに,清書す ����洩ﾈ.)[h,h�呵+x.丶x/�?ﾈ.ｨ,I�H���

るo �+x.��ｲ�宙4ｨ�ｸ6ｒ�

②声に出して読むo ����ｨ,偬�+X,I<x-�+�,h,Rﾈ��*(+ﾙ[h,ﾂ�ﾜX�,ﾈｦﾘ*�-�/�+x.韮�

14 ������傚�4ｨ�ｩti$(,ﾈﾞﾉV��,���+X,Bﾈｧx/�+��

【目標】作品を交流し合い,文章表現の良いところを見つける � 

ことができる○ 劍ﾔ姥h,�,(*(,Bﾈ,r�*H*(*�+X,IUﾈﾋｸ+R�

①作品を読み合い,交流す �8ﾙti$(,ﾈﾞﾉV�/�<x-ﾘﾘx*"ﾉUﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥b�

るo ②単元の振り返りをするo �,�,(*(,Bﾉ|x*(,h+�.ｸ/�ﾊ�,(*�,B��,H*(.�*痛|x*(,b�

伝えるo 凾ｱろを伝えること 

□単元の振り返りをして,どんなことを 凾ｪできるo 

学んだか,確かめ合うo �(シート) 

関連図書

教室に食べ物の本コーナーを設け,調べ学習で利用する｡

(｢つかむ｣の1時から本コーナーを設置し, ｢深める｣の7時から調べ学習で利用)



8　本時の指導【4/14時間　3年1組】

(1)目標

｢中｣の段落の説明の仕方の工夫を見つけることができる｡

(2)本時の指導にあたって

○書くことにいかす要素を明確にした読み取りの仕方
･本時の書くことにいかす要素は, ｢中｣の書き方の工夫

･例をあげる順番(簡単な工夫から難しい工夫-)

上記について,調理の言葉と写真の照応をしたり接続語に目を向けたりした読みをさせる｡

○単元を通した言語活動につなげる書かせ方

本時は,筆者の事例の挙げ方について自分の考えを書かせる｡

単元を通した言語活動では,本時で書いた筆者の事例の書き方の工夫をいかして, ｢-んしん,

食べ物ブック｣を書かせる｡

(3)展開

鰭 時間 乂x�ｨ�:��○教師の働きかけ ･期待する児童の反応 倡�r�

つ か む �����,ﾈｧx�/��ｨｴ�+r�○｢中｣の部分は,どんな食品が事例として 唸ｧx�+X+ﾘ+�,h*｢ﾈ齟�

る0 2本時の学習課題をつ 仍8+�.x.ｨ,H*(-ﾈ+X+ﾘ*��｢�X,�:Bﾈ*ｸ,�+�ﾈ,h*H-2ﾈ,�,(,h*B�-ﾘ+ｲ��+X.X*H.Bﾈ*h+�:H��.�.(+R�Tﾘ�(,ﾒﾊ)(j8,X,x/�,慰姥h/�+X,B�

5 分 �*�-踉�トるか見-けようo 兒ｨ,Y��k饉h/���*ﾘ鰾�,冩�,凛x,(+�,h/�ｦﾒ�Dh+x.薬�

潔 め る �9Tﾘ�(,ﾊ)(j8,ﾈﾔ姥b�/�<x-ﾘ竧.薬���倬i~�*｢ﾈ,x/�,引yMB�○｢ありの行列｣と｢じどう車くらべ｣の｢中｣ 唸�MH/��h*h.�,i�(,ﾂ�

で挙げられているか �,ﾉ&凅�,ﾈ�MH/��h*h,H-ﾘ-ﾈ+X.X*F�,x*H軛�内容がつながるもの 

考えるo �*(-ﾈ+X+ﾘ*薬�とつながらないもの 

･｢ありの行列｣と｢じ 啝(*�.�,ﾈﾗ9��8,ﾘ*�*�+X*&�(*ｨ,(,�*ｨ.r�があることを確かめ 

どう車くらべ｣の �,�*&��る〇 ･順番を替えても話の 

｢中｣の段落の順番 について考える〇 ･｢中｣の音読をするD 啝(+h,x*H棈*ﾘ.x-z8,ﾙ�(*ｨ,(,�*ｨ.��ｲ��ｺ(+x*ｨ+ﾘ/�*�*h.��Y:J8,ﾊ)(j8,ﾉ&凅�,ﾂ�

順番を替えてみましょうo話の内容はつな �>�vX*ｨ,(,�*ｨ.�+�,b�

がりますか○ �/�ｦﾙDh+Rﾈ�MH/��2�

･つながる○ ○事例を挙げる順番を考えながら音読しま 俾�+X,H*(*ﾘ+�,h/�6��*h.薬�

3-7段落 �+X.h*F��

3　3



潔 め る 35 分 啝)(j8,ﾈ�MH/�齷Zｨ,R���ｺ)(j8/�齷Zｨ*ｨ自MH*(*(,h輊*H�MH,Y¥�-r�･｢中｣の中心文と写 

考えて並び替える〇 ･筆者の｢中｣の順番に 凾ﾜしよう○ ○その並びにした理由を発表しましょうo ���/�4ｨ�ｸ6�,�+X+ﾘ.��,ﾈ/�諄*"ﾈ�9�ﾘ,���,�,I¥�,�+�.��｢�X髯;h,ﾈﾖﾈ*h/�Dh-��

･好きな食べ物だからo 倬i~�,ﾉ¥�-y_ｸ,�,ﾘ�2�

･食事の時にいつも出ているから○ ○筆者はなぜ,この順番で書いたと思います ��ﾘ*ｨ*�.�+�,h/�&ﾘ.r�+�.��｢�Y�洩ﾈ.(,(,�*ﾈﾋ駢Bﾂ�

について話し合うo (2)｢中｣の工夫につい 凾ｩo書いて発表しましょうo 們ｩ�篷(i�9[h,�(Y?｢�

･わかりやすい順 ･大豆の形に近い順 ･作り方の簡単な順 ○どんな順番にすれば,読む人に伝わるでし �+8+�.��｢�Y<x-ﾘ訷,ﾈ+�,h/�ﾖﾈ*b�

よう○ �,H�MH/�ﾈ�-�.�+�,b�

･分かりやすい順 ･簡単な順 ○筆者は,｢中｣でどんな工夫をしているの �,亢9WH*�+�+ﾘ*&��

て分かったことを 書くo 凾ｩ,分かったことを書きましょうo 

4分 て 栃ｾ��ﾈ,ﾉUﾘ廁ｴｸ����剪� 化 

A事例を挙げる順番を工夫する必要性が分かり,自分が説明文を書くときにいかそ 

うという感想も書いているo 

B事例を挙げる順番を工夫する必要性が分かっているo 

Bに達しない児童-の支援 

板書を確認し,筆者がどんな意図で順番を考えたのか.写真を使うとどんないい 

ことがあるのかを振り返らせてから書くようにさせるo 

かつたことをまと 流するo ��ｹ}x,ﾉ�ﾈ,�48985�7(8X�ｸ+X-ﾈ+X.h*F��･ペア学習の場を設 し,インタビュー ることにより活性 させたいo 

ま 店ｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+x.���i�X.云H.薬���ｹ}x,ﾉ�ﾈ,h,x/�,�48985�7(8X�ｸ/�+X+ﾘ,ﾈ*��･全体に広げ,説明の 

と め る 劔JﾙUﾈ+X-ﾈ+X.X*F��工夫を確認したいo 

○友達の考えと比べたこと,自分が説明文を 唸ｧx/�+�+�,h/�JﾙUﾈ+2�

5 分 劍��*ﾘ鳧,冩�zx,H+ﾘ*(+�,h/�JﾙUﾈ+X-ﾈ+X.R�*F��せ,認め合いたいo 
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8　本時の目標【11/14時間　3年2組】

(1)目標

内容ごとの段落のまとまりに分け,順序を考え｢中｣の文案を作ることができる｡

(2)本時の指導にあたって

○書くことにいかす要素を明確にするこれまでの振り返りの仕方

｢中｣の部分の事例の挙げ方(簡単な作り方の工夫から書く･段落の最初は中心文にする),

接続語の使い方について,壁面の紙板書やノートを利用して振り返らせる｡

○読み取りをいかした書かせ方

｢中｣の事例のカードを意図に沿って順番に並べ,接続語でつなぐようにさせる｡その際,

なぜそのような順番にしたか,説明できるようにさせる｡

(3)展開

牌 鯛 乂x�ｨ�:��○教師の働きかけ ･期待する児童の反応 倡�r�

つ か む 5 分 �����,ﾈｧx�/��ｨｴ�+x.���)gｸ鳧,ﾈｧx�攣��/�,)|ﾒ�-踉�○前の時間で書いた｢はじめ｣,｢終わり｣ 唳���,傚�*(+ﾙ[h�/�<r�

の段落を読みましょうo �-ﾒﾈ齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+��

･声に出してそれぞれ読むo 巨中｣の段落を工夫して組み立てよう �,h/�ﾜHｦﾙDh+8+�.薬�

潔 め る 35 分 �:(+x*ｨ+ﾘ/�*�*h.��Y:J2�,Xｧx�+X+ﾙ>�vX/�ｦﾙDb�.薬����)(j8,ﾉ�x-ﾙzx,H,ﾈﾔ��○｢中｣は,読み手に伝わりやすくなるよ 唸6ﾘ�ｸ6x.)¥ylｨﾆh麌/�ﾊ��
を振り返る0 4｢食べ物のひみつを教え �*H,鎚,x/�,慰姥h*ｨ*�.�-ﾈ+X+ﾘ*薬�直して,中の部分の事 

･作り方の工夫について,簡単な順番に事 凭�,ﾈｹ8+�_ｸ."ﾉ�ｩ��ﾎ｢�

例が挙げられていましたo �,ﾈ諄*)_ｸ,�,(*(,Hｦﾘ4｢�

･それぞれの段落の始めに,つなぎ言葉を 使っていました○ ○｢食べ物のひみつを教えます｣の｢中｣ �-�+8+�.��｢�Ygｸ鳧,X,ﾒﾉ&凅�,ﾉ�x-ﾒ�

ます｣の教材文の,｢中｣の �,ﾉ&凅�,ﾈ��*ｹ_ｸ,ﾘ,x*H,�,�,H*(-ﾈ+x*薬�立てを考えること,つ 

書き方も参考にする0 5｢中｣の段落を組み立て るo (1)事例を挙げる順番を考 唸輊*)X(*�-x.(+x*)�鰻�,ﾈ�MH,�,�,�,H*"�なぎ言葉でつなげるイ 

ますo 仂h/�+x.�+�,h/�ｦﾘ*�-��

･段落の始めに食品が書いてありますo ○どの順番に事例を挙げると読み手が分か �.薬�Z)(j8,ﾈ駟~�,ﾈ4ｨ�ｸ6��

え,カードを並べるo (2)段落の間に接続語を書 �.�.(+x*(*俟ﾈ*bﾈ駟~�,ﾈ4ｨ�ｸ6�/�¥�-x-ﾂ�を意図に沿って順番 

しようo �,兔�-x+8+�.薬�

･(順番を考えながらカードを並べる) 唸�.ﾘ,�+ﾘ.xﾊ�+ﾈ+X/�+R�

○流れに沿うように,つなぎ言葉を書き込 �,Bﾈ,�+ｨ+ｸ,ﾈ.h*H,��

くo �-ﾘ-ﾈ+X.X*F��例の順番にしたのか, その理由を書かせるo 
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深 め る 35 茶2�&凅�,ﾈｭH,��ｩ��ﾎｨ/������ｹzﾈ.ｨ,��*H.h*H,鎚,(,�*ﾈﾋ駢H/���*ｸﾙ��･つなぎ言葉分類表を見 

く○ (4)ペアで読み合うo 凾ﾝましょう○ ○隣の友達と文案を読み合いますo並べ方 �+�,�*ｨ.rﾈ��*ｸﾙ�-ﾂ�.��｢�Y�ｨ訷,ﾉ[h粂,ﾉGｩ��,ﾉ�r�

の工夫を考えながら読みましょうoその ��ﾘ/�ﾖﾈ*h.�+�,bﾈ,(,��

後,感想を言い合いましょうo �*ﾉ_ｸ*ｨ齷�(*�,x*H*�/���ｨﾍﾙUﾘ廁,X*ｸ.�.h*I�2�+v��

( 栃ｾ��ﾈ,ﾉUﾘ廁ｴｸ����凾ｳ 

A組み立てた順番の理由を書き,接続語を適確に用いて｢中｣の部分の文案を作ってい 

るo 

B組み立ての順番を考え,接続語を用いて｢中｣の部分の文案を作っているo 

Bに達しない児童-の支援 

分 剔gみ立ての順番についての意思を,口頭で確かめながら作業をさせる○接続語につい 

ては,教材文を参考にさせるo 

)発表するo ��ｸ覃�8*ｨ,�+ﾙ[h粂/�JﾙUﾈ+X,H.�.x*(-ﾈ+x�ｲ�･事例の順番の工夫も 

よく聞きましょうo �.ｨ,H*(.鎚,(,�*ﾈﾋ駢B�,ﾈ諄*)_ｸ*ｩ4ｹ��,閏h��/���櫁+Rﾉ|x*(��*ｹ_ｲ�,亢9WH*�+�.薬�

ま と め る 5 分 塗ｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+x.���y�X.云H.���磯��,ﾈｦﾘ*�-�/�+x.薬���ｸ覃�8*ｨ,�+ﾙ[h粂/�ﾈ+ｸ,ﾈ�ｨ,X自�ﾈ自�ﾂﾂ��ｨ,偬�+X,I<x-ﾘ-ﾈ+X.X*E��R一兒ｨ,X��*(+ﾚ)(j8,ﾉ[h/�<x-踉���ｸﾚ�?ｨ,ﾒﾊ)(j8,ﾉ�x-ﾙzx,H/�ﾖﾈ*h-ﾈ+X+ﾖ��･本時で学んだことを発 

学習の感想を発表しましょうo 儷ﾈ+Rﾈ,X*ｸ+ﾘ+�,h/�Db�

･つなぎ言葉を使うことができました〇 ･〇〇さんは,例の並べ方に工夫を入れて 書いていましたo ･早く清書したいです○ ○次の時間は,｢はじめ｣,｢終わり｣とつな げて清書をしますo �-�x*H.h*H,�+8+�.薬�
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9　板書計画

10　教材分析表

終 わ り �(b�劔傀��-�� 

ま と め ����劔�/����麌�ｲ�

明 劔剳ｨ の 

⑧ �b�⑥ �B�④ �"�@ ���段 港 

多 佝��小 ���粉 �+��大 �-��要 点 

く �.��さ 亳��に �,"�豆 �,b�

の �?ﾂ�な �+��し �+ﾒ�の �/��

食 べ �.｢�鰾�坐 物 �*��/��て 食 �.���"�塞 礎 �,r�6ﾘ+ﾘ+"�

方 槌��の 佝��べ 們��知 �;��?｢��"����

が �."�力 �.��る �+ﾒ�識 

考 �r�で 冢r�工 �.��

え �,B�逮 �+R�夫 �+r��-r�

ら 兩ｲ�う �,B��.���,B�

れ �/��食 ���儘���*"�

た 兔��lコ 日日 �*B�儻b��.��

鍾 �5��に ����劔�R�

由 �,B����-r�.��ﾔ��Wb�す る 工 夫 綿5"�8ﾘ8ﾒ�,��+r�.��ﾔ��Wb�劔:B�
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